
道

元

の

女

性

観

―
道
元
の

「女
人
成
仏
」
観
と
思
想
的
変
遷

の
問
題
に
関
連
し
て
―

一

問
題

の
所
在

道
元

の
女
性
観
を
考
察
す
る
上
で
、
避
け
て
通
れ
な
い
の
は

「
女
人

成
仏
」

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

道
元

の

「女
人
成
仏
」
観
は
、
曹
洞
宗
学
で
は
、
道
元
の
思
想
的
変

化
に
関
す
る
論
争
の

一
環
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

今
回
は
試
み
と
し
て
、
女
性
学
あ
る
い
は
ジ

ェ
、ソ
ダ
ー
の
視
点

か

ら
、
従
来

の
宗
学
で
今
ま
で
な
か
っ
た
異
な
る
視
座
を
持
ち
込
み
、
問

題
を
喚
起
し
た
い
。

二
 

道
元

と

「
女

人
成

仏
」

論
争

の
火
種
と
な

っ
た
文
言
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
出
家
功
徳
」
の
巻

の
以
下

の
箇
所
で
あ
る
。

三
世
十
方
諸
佛
、
み
な

一
佛
と
し
て
も
、
在
家
成
佛
の
諸
佛
ま
し
ま
さ
ず
。

過
去
有
佛
の
ゆ
ゑ
に
、
出
家
受
戒
の
功
徳
あ
り
。
衆
生
の
得
道
か
な
ら
ず
出

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

中

野

優

子

家
受

戒
に
よ
る
な
り
。

お
ほ
よ
そ
出
家
受
戒

の
功

徳
、
す

な
は
ち
諸
佛

の
常

法

な
る
が

ゆ
ゑ
に
、

そ

の
功
徳
無
量

な
り
、
聖

の
な
か
に
在
家
成
佛

の
説

あ

れ
ど
、
正

伝
に
あ
ら
ず

。
女
身
成
佛

の
説
あ

れ
ど
、
ま

た
こ
れ
正

伝
に
あ
ら

ず
。
佛

祖
正
伝
す

る
は
、

出
家
成
佛
な
り
。
(
1
)

こ

こ

で

は

明
確

に

「
在
家

成

仏
」
・
「
女

身

成

仏

」

が

否

定

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
巻

で

は
、

道

元

は
、

女

性
が

成

仏

で
き

る
可

能

性

を

否

定

し

て

い

る

。

し

か

し
、

「
礼

拝

得

髄

」

の
巻

で

は
、

し
か
あ

る
に
、
不
聞

仏
法
の
た
ぐ

ひ
お
も

は
く

は
、
わ
れ

は
大
比
丘
な
り
、

年
少

の
得
法

を
拝
す

べ
か
ら
ず
、

わ
れ
は
久
修
練
行
な

り
、
得

法

の
晩
学
を

拝
す

べ
か
ら
ず
。

わ
れ
は
師
号
に
署

せ
り
、
師
号

な
き

を
拝
す

べ
か
ら
ず
。

わ
れ
は
法
務

司
な
り
、
得

法

の
余
僧
を
拝

す
べ
か
ら
ず
。

わ
れ

は
僧
正
司
な

り
、
得

法
の
俗
男

俗
女
を
拝
す
べ
か
ら
ず
。

わ
れ
は
三
賢

十
聖
な
り
、
得
法

せ
り
と
も
比
丘
尼
等
を
礼
拝
す
べ
か
ら
ず

。
わ
れ
は
帝
胤
な
り
、
得
法
な

り

と
も
臣
家
相
門
を
拝
す
べ
か
ら
ず
と

い
ふ
。
か
く

の
ご
と
く

の
凝
人
、

い
た

づ

ら
に
父
国
を
は
な
れ

て
、
他
国

の
道
路

に
鈴
跌

す
る
に
よ
り

て
、
仏
道
を

見
聞

せ
ざ

る
な
り
。
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む
か
し
唐
朝
趙
州
真

際
大
師
、

こ
こ
ろ
を
お
こ
し
て
発
足
行
脚

せ
し
ち
な

み
に

い
ふ
、
た
と
ひ
七
歳
な
り
と
も
、

わ
れ
よ
り
も
勝
な
ら
ば
わ
れ

か
れ

に

と
ふ
べ
し
、
た
と
ひ
百
歳
な
り
と
も
、

わ
れ

よ
り
も
劣
な
ら
ば
わ
れ

か
れ
を

し
ふ
べ
し
。

七
歳

に
問

法
せ
ん
と
き
、
老
漢
礼
拝
す

べ
き
な
り
。
奇
夷

の
志
気
な
り
、

古
佛

の
心
術

な
り
。

得
道
得
法

の
比

丘
尼
出
現

せ
る
と
き
、
求
法
参
学

の
比
丘
僧
、

そ

の
会
に

投
じ
て
礼
拝
問
法
す
る
は
、
参
学
の
勝
躅
な
り
。

と
、
得
法
し
て
い
る
な
ら
ば
、
た
と
え
そ
の
人
物
が
女
性
で
あ

っ
て
も

在
家
で
あ

っ
て
も
子
供
で
あ

っ
て
も
尊
崇
を
受
け
る

に
値

す

る
と

し

て
、
「女
人
成
仏
」
「
在
家
成
仏
」
を
認
め
て
い
る
。

三

思
想

的
変

遷
論

争

と

「女

人
成

仏
」

こ
の
よ
う
に

「
出
家
功
徳
」
の
巻
と

「礼
拝
得
髄
」
の
巻

の
間

に

は
、

一
見
す
れ
ば
矛
盾
す
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
二

つ
の
巻

の
間
に
は
、
撰
述
年
代
に
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
前
者
は
説
示

年
不
詳
だ
が

「
出
家
」

の
巻
の
加
筆
改
稿
と
さ
れ
る
た
め

一
二
四
六
年

以
降
の
成
立
、
後
者
は

一
二
四
〇
年
と
さ
れ
、
(
3
)

ま
た
、
七
十
五
巻
本
と

十
二
巻
本
の
内
容
に
関
す
る

一
連
の
宗
学
的
議
論
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に

道
元
の
思

想
的
変
化
の
有
無
に
対
す
る
論
議
が
生
じ

て
き

た

の
で
あ

る
。
そ

の
経
緯
を
詳
述
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
避
け
る
が
、
道
元
の
述

べ
て
い
る

「女
人
成
仏
」
「
在
家
成
仏
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る

か
に

よ
っ
て
、
思
想
的
変
遷
に
関
す
る
見
解
が
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
実
際
、
ど
の
よ
う
な
議
論
で
あ

っ
た

の
か
。
以
下
に
女
人
成

仏
に
言
及
し
て
い
る
研
究
者
の
議
論
の

一
部
を
、
取
り

上
げ

て
み
よ

う
。ま
ず
、
伊
藤
秀
憲
氏
は
、
「出
家
の
中
に
は

女
性

の
出
家
者

(比
丘

尼
)
も
含
ま
れ
て
お
り
、
女
身
成
仏
の
否
定
を
、

女
性
が
成
仏
す
る
こ

と
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
取
る
こ
と
は
、
出
家
成
仏
の

一
部
を
も

否
定
す
る
こ
と
に
な
り
矛
盾
す
る
。
女
性
の
成
仏
を
否
定
し
た
の
で
は

な
く
、
(中
略
)
女
性
は
そ
の
ま
ま
の
身
で
は
成
仏
で
き
ず
、
転
女
成
男

し
て
成
仏
す
る
と
説
か
れ
る
説
を
否
定
し
た
も

の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
」
と
し
、
さ
ら
に

「
そ
う
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
文
も
矛
盾

な
き
も
の
と
し
て
理
解
で
き
、
礼
拝
得
髄
の
巻
で
、
得
法
の
男
女
に
差

別
を
認
め
な
い
禅
師
の
意
図
に
そ
う
も
の
と
言
え
よ
う
」
(
4
)

と
述
べ
、
道

元
に
思
想
的
変
化
が
な
か

っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
今
枝
愛
真
氏
は
、
旧
仏
教
の
圧
迫
等
に
よ
る
思
想
の

鈍
化
に
よ
り
、
在
家
主
義
か
ら
出
家
至
上
主
義

へ
の
思
想
的
な
変
化
が

顕
著
に
あ

っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
(
5
)

ま
た
、
石
川
力
山
氏
は
、
「越
前
に
移
ら
れ

る
前
後
を
境

に
し

て
、

「弁
道
話
」
「礼
拝
得
髄
」
な
ど
に
見
ら
れ
た
在
家

・
女
人
成
仏
容
認
の

主
張
は
影
を
ひ
そ
め
ま
す
。

(中
略
)
「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
に
は
、

(中
略
)
出
家
を
し
な
い
者
に
仏
道
成
就
は
あ
り
得
な
い
、
と
言

っ
て
い

ま
す
」
(
6
)

と
思
想
的
変
化
を
認
め
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
「女
人
成
仏
」
を
介
し
て
道
元
の
思
想
変
化

の
有
無

が
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を

一
瞥
し
た
限
り
で
は
、
道
元
は
、
女
性
は
男

性
に
な
ら
な
け
れ
ば
成
仏
で
き
な
い
と

い
う

「変
成
男
子
」
「転
女
成

男
」
説
を
超
克
で
き
な
か
っ
た
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
そ
れ
は
禅
師
が

「竜
女
」
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「竜
女
」
は
も

ち
ろ

ん

『法
華
経
』
「提
婆
達

多
品
」
の

「竜
女
成

仏
」
譚

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
八
歳
の
竜
王
の
娘
が
、
女
性
は
成

仏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

シ
ャ
ー
リ

・
プ
ト
ラ
長
老
の
言
葉
に

対
し
て
、
刹
那
に
女
性
の
身
を
転
じ
て
、
男
性
の
姿
と
な

っ
て
成
仏
し

た
と
い
う
有
名
な
話
で
あ
る
が
、
同
じ
箇
所
に
、
女
性
が
転
輪
聖
王
や

仏
陀
な
ど
五
種
の
存
在
に
な
れ
な
い
と
い
う

「
五
障
」
説
も
記
さ
れ
て

い
る
。

こ
の

「竜
女
成
仏
」
課
は
、
成
仏
で
き
な
い
女
性
の

「救
済
」

の
た
め
に

「考
案
」
さ
れ
た

「変
成
男
子
」
の
た
め
の
物
語
で
あ
り
、

我
が
国

に
お
い
て
は
古
く
か
ら

「女
人
救
済
」
の
経
典
と
し
て
の
地
位

を
得
て
い
た
。

『
法
華
経
』
を
奉
じ
て
い
た
道
元

が
、

こ

の

「
竜
女
成
仏
」
譚
に
強

い
印
象
を
持

っ
て
い
て
、
そ
れ
を

『
正
法
眼
蔵
』
に
用
い
た
と
し
て
も

不
思
議

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
た
と

ひ
七
歳
の
女
流
な
り
と
も
、
す
な
は
ち
四
衆
の
導

師

な
り
、

衆
生
の
慈
父
な
り
。
た
と
え
ば
竜
女
成
仏
の
ご
と
し
」
と
い
う

「
礼
拝

得
髄
」

の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
道
元
が

「
竜
女
成
仏
」
譚

に
お
け
る

道
元
の
女
性
観

(中

野
)

八
歳
の
龍
王
の
娘
が
男
性
の
身
体
と
な

っ
て
成
仏
し
た
と
い
う

「変
成

男
子
」
説
を
前
提
に
し
て
論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
で
あ
ろ
う
。

四
 

結

語

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
道
元
は
、
「
女
人
成
仏
」
に
関
し
て
や

は
り

否
定
的
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「変
成
男
子
」
思
想
に

つ
い
て

は
、
先
の

『法
華
経
』
「竜
女
成
仏
」
譚
の
影
響
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、

道
元
が

「変
成
男
子
」
説
、
つ
ま
り

「女
身
成
仏
」
説
ま
で
も
否
定
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
「女
身
成
仏
」
と

「
女
人
成
仏
」

の
語
が
道
元
の
著
作
の
中
で
、
果
た
し
て
同
じ
意
味
で
扱
わ
れ
て
い
た

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
今
少
し
考
察
の
必
要
が

あ
る
が
、
吉
田
道
興
氏
が
述
べ
て
い
る

よ
う

に
、
「女
身
成
仏
」
と
い

う
語
は
、
「竜
女
成
仏
」
を
想
起
さ
せ
、
「女

人
成
仏
」
よ
り
も
肉
感
的

に
感
じ
ら
れ
る
。
(
7
)

当
時
の
人
間
が
、
そ
し
て
道
元
が

「女
人
」
と

「女
身
」
と
を
ど
う

と
ら
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明

の
点
も
多
い
が
、
こ
の
問

題
が
、
道
元
の
出
家

・
在
家
観
と
も
深
く
関
わ
り
を
持
つ
で
あ
ろ
う
こ

と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
道
元
の
女
性
観

に
つ
い
て
の
考
察
は
、
道

元
が

「女
人
成
仏
」
を
ど
う
見
て
い
た
か
に
そ
の
焦
点
が
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
解
答

へ
の
鍵

の

一
つ
は
、

一
連
の
論

争
の
中
で
見
出
さ
れ
る
か
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も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

本
稿

で
述
べ
て
き
た

よ
う

に
、
「女
人
成
仏
」
は
宗
学
上
の
論
争
の

一
つ
の
論
点
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
の
重
要
性
は
、
宗
学
研
究

者
の
間

に
お
い
て

一
定

の
了
解
事
項
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
学

上
に
お
け
る

「
女
人
成
仏
」
論
争
の
焦
点
は
、
あ
く
ま
で
も
道
元
が
思

想
的
変
化
を
経
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
り
、
女
性
が
実

際
に

「成
仏
」
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
宗
学
者
で
、
女
性
の

「成
仏
」
と
い
う
課
題
そ
の
も
の
に
関
心

を
抱
き
、
取
り
組
ん
だ
者
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
こ
れ
は
女

性
が
関
心
の
対
象
外
で
あ

っ
た
こ
と
を
は
か
ら
ず
も
露
呈
し
て
い
る
。

現
代

社
会
の
要
請
と
し
て
、
曹
洞
宗
学
の
み
な
ら
ず
日
本
仏
教
各
宗

の
教
学

・
宗
学
に
人
権
的
視
座
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
教
団
と
し

て

マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
や
被
差
別
者
の
問
題
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な

く
な

っ
て
い
る
。
今
後
、
各
教
団
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、
的
確

か
つ
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

1
 
「出
家
功
徳
」
大
久
保
道
舟

『道
元
禅
師
全
集
』
上
、

一
九
六
九
年
、

筑
摩
重
目房
、
六

一
二
頁
。

2
 
「礼
拝
得
髄
」
大
久
保
道
舟

『逆
元
禅
師
全
集
』
上
、

一
九
六
九
年
、

筑
摩
書
房
、
二
四
七
～
二
四
八
頁
。

3
 
河
村
孝
道

『正
法
眼
蔵
の
成
立
史
的
研
究
』

一
九
八
五
年
、
春
秋
社
。

4
 
伊
藤
秀
憲

「『正
法
眼
蔵
』
に
見
ら
れ
る
在
家

・
女
人
の
成
仏
非
成
仏

に

つ
い
て
」
『宗
学
研
究
』
二
一
号
、

一
九
七
九
年
、
曹
洞
宗
宗
学
研
究

所
、

一
四
〇
頁
。

5
 
今
枝
愛
真

『
中
世

禅

宗

史

の
研

究
』

一
九

七
〇
年
、
東
京
大
学
出
版

会
、
五
二
～

五
三
頁
。

6
 

石
川
力

山

「道
元
学

の
今
」
『
師
家
養
成
所

講

義

録

』

一
九
九

一
年
、

曹
洞
宗
宗
務
庁
、
三
七
～
三
八
頁

。

7

吉

田
道
興

「道
元
禅
師

の
比
丘
尼

・
女
人
観

」
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

五
六
号

〈
特
集

・
仏
教
と
女
性
〉
、

一
九
九

一
年
、
九
三
頁
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

女
人
成
仏
、
道
元

の
思
想
的
変

遷
、
変
成

男
子

(曹

洞
宗
宗

学
研
究
所
所
員
)

新
刊
紹
介

瓜
生
津
隆
真

校
註

新
国
訳
大
蔵
経

イ
ソ
ド
撰
述
部

釈
経
論
部

一
三

十

住
毘

婆
沙

論

二

A
5
版

・
三
八

一
頁

・
定
価
九
、
八
○
○
円

大
蔵
出
版

・
平
成
七
年
一
一

月
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